
　県議会議員、市長の職を通じて児童福祉や
教育環境の充実に積極的に取り組み、県政の
みならず市の振興発展に大きく貢献した。

経歴

昭和 42 年～ 46 年
三角町議会議員

平成 7 年～ 19 年
熊本県議会議員
・ 有明海・八代海再生特別

委員会委員長
・    議会運営委員会委員長な

ど歴任

平成 21 年～ 25 年
宇城市長

功績

　このような章をもらうのは数少ないこと
と、ありがたくお受けしました。青年団時代
から、公的な仕事においては私心を捨てるこ
とを信条に、多くの人に支えられ政治に携
わってきました。昨年、不知火保育園長に就
任し子どもたちから元気をもらっています。

コメント

旭日小綬章
地方自治功労

篠
し の ざ き

﨑 鐵
て つ お

男さん（81）
三角町

　不知火町時代から 40 年間消防団活動に従
事し、合併間もない市消防団で副団長、団長
の重責を担うなど大きな役割を果たした。

経歴

昭和 46 年
不知火町消防団入団

平成 12 年～ 17 年
・不知火町消防団副団長
平成 17 年～ 19 年
・宇城市消防団副団長
平成 19 年～ 23 年
・宇城市消防団団長
・熊本県消防協会理事

功績

　受章はこれまで支えていただいた方々のお
かげであり、皆さんへの栄誉と受け止め謹ん
でお受けいたしました。心から感謝申し上げ
ます。体調不良でごあいさつもできず心苦し
く思いますが、市と市消防団のさらなる発展
をご祈念申し上げております。

コメント

瑞宝単光章
消防功労

山
や ま も と

本 正
ま さ は る

治さん（67）
不知火町

　働く人の立場に立って地域経済の自立に向
けた活動を行いながら、環境問題にも早くか
ら取り組むなど地方自治に大きく貢献した。

経歴

昭和 62 年～平成 3 年
熊本県議会議員

平成 7 年～ 27 年
熊本県議会議員
・ 熊本県議会国民体育大会

対策特別委員会副委員長
・ 熊本県議会地域対策特別

委員会副委員長
・ 熊本県議会環境対策特別

委員会委員長など歴任

功績

　この度、思いがけず旭日小綬章を拝受する
ことができました。多くの先輩や友人、支持
者の方々のおかげと改めて感謝しています。
今年 75 歳になりましたが幸い元気に過ごす
ことができています。課題が山積する時代の
中で少しでも役に立ちたいと願っています。

コメント

旭日小綬章
地方自治功労

鬼
き か い

海 洋
よ う い ち

一さん（75）
松橋町

　常に安全を第一に数多くの現場を手掛け、
卓越した技能・技術を持つとともに後進の育
成にも指導力を発揮した。

経歴

三角町出身
昭和 58 年
 ㈱永井製作所入社
・ 旧熊本市民病院北館の建

設に携わる
・ 九州一円、沖縄などの現

場で、ビルや駅、商業施
設などの建設に携わる

・ 溶接班、現寸班、製作班
係長などを経て、現在は
工事課職長を務める

功績

　叙勲の知らせを受け、家族共々たいへん驚
きました。周りの方に感謝しかありません。
工場での鉄鋼加工や、現場で大きなビルなど
の骨組みを組む仕事をしています。出来上
がっていく過程や、完成した喜びが醍醐味で
す。気持ちを新たに頑張らねばと思います。

コメント

瑞宝単光章
専門工事業務功労

松
ま つ や ま

山 武
た け ひ こ

彦さん（61）
松橋町

　39 年の長きにわたり、全国における青少
年の体験活動を通して青少年の健全育成とそ
の振興に大きく貢献した。

経歴

昭 和 49 年 　国立青少年
総合センターに採用

平 成 10 年　 国立青少年
センター業務課長

平 成 13 年 　(独)国立青少
年センター総務課長

平 成 14 年
　国立青年の家本部主幹
平 成 15 年 　(独)日高青少

年自然の家所長
平 成 18 年 　(独)阿蘇青少

年交流の家所長

功績

　家族はもとより、先輩・上司のご指導や同
僚・仲間の支えで多くの思い出ができました。
北海道や阿蘇などそれぞれの勤務地ではたく
さんの方々にお世話になりました。受章は皆
さんのおかげと感謝しています。一刻も早い
新型コロナ感染症の収束を願っています。

コメント

瑞宝双光章
文部行政事務功労

猿
さ わ た り

渡 憲
け ん じ

治さん（72）
松橋町

叙 勲 ・ 褒 章
Conferment of Decorations 

on Uki

　国家や公共に対して功労があり叙勲を受けた方や社会の各分野で
優れた行いや業績があり褒章を受けた方を紹介します。
　永年にわたる功績は市民の誇りです。

掲載の承諾をいただいている方をご紹介します。

勲章画像出典　内閣府ホームページ
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